
令和 5 年 防災意識アンケート調査結果 

 

  栗東市民の防災意識アンケート調査は、防災に自助・共助の意識に関する現状を把握する

ことにより、市民の取り組むべき防災行動について、市内の啓発活動の推進及び効果的な施

策検討の基礎資料として活用することを目的とし、実施したものです。 

無記名式調査により、危機管理局危機管理課で実施している出前トーク及び湖南広域消

防局中消防署で実施している各種訓練や普通救命講習会を通して防災意識アンケート調査

を実施しました。 

  令和５年３月１５日～令和５年１２月３日 

（１） 生活の中で、特に不安に思う災害は？ 

（２） あなたの地区で危険と感じる場所はありますか？ 

※ はいと回答のあった場所とは？ 

  （３）  栗東市総合防災マップを確認されていますか？ 

  （４）  あなたのご家族の安否確認はできていますか？ 

  （５）  防災・防犯情報システムの登録は？ 

  （６）  非常用食料の備えはされていますか？ 

       ※ はいと回答のあった方へ（備蓄日数） 

  （７）  非常用持出品の備えは？ 

       ※ はいと回答された方へ（複数回答可） 

  （８）  家具などの転倒防止対策は？ 

       ※ いいえと回答された方へ 

  （９）  防火・防災訓練に参加されていますか？ 

       ※ はいと回答された方へ（複数回答可） 

  回答者総数  ４５５名（男性：３１４名・女性１４１名） 

  なお、各質問項目に対しては、無記載の方がおられましたので、質問項目ごと実質調査数

を明記してあります。また、回答率につきましては小数点第１位を四捨五入しておりますので、 

 回答率の合計が１００％にならない場合があります。 



 

 

（１） 生活の中で、特に不安に思う災害は？（回答者数：４２２名） 

・・・ 約７７％の方が「地震災害」が最も不安と思っていると回答 ・・・ 

地震災害が３１５名（約７５％）と最も多く、次に豪雨による洪水が８８名（約２１％）、土砂

災害が１９名（約５％）という調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） あなたの地区で危険と感じる場所はありますか？（回答者数：４４３名） 

・・・ 約５５％の方が危険と感じる場所がないと回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は１９８名（約４５％）、「いいえ」と回答された方は２４５名（約５５％）

という調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地震災害：チェックポイント】 

・家具等の転倒防止対策の徹底 

【洪水災害：チェックポイント】 

・避難情報の確認 

【土砂災害：チェックポイント】 

・土砂災害警戒区域の確認 

・土砂災害の前兆把握  

 

【危険個所のチェックポイント】 

・危険個所の把握 

 〇地形・地盤などの自然特性の

把握 

〇建物及びブロック塀などの倒

壊危険の調査（まち歩き） 

・過去の災害履歴 

 



※ はいと回答があった場所とは？（学区別回答結果：要約） 

 

【大宝西学区】

地震災害

豪雨等による洪水

狭隘道路・埋立地の液状化

金勝川・伊佐々川・上鈎池・葉山川・幅の狭い河川
低地・生活道路にあるマンホール蓋

【治田学区】

地震災害 狭隘道路・埋立地の液状化・団地内の擁壁（ひび割れ）

豪雨等による洪水
金勝川・灰塚池・低地・水路・農業用ため池・マンホール蓋
児童公園・ゴルフ場跡地

【治田東学区】

土砂災害 安養寺山

地震災害 草津線高架・河川沿いの鉄道や道路・電柱

【治田西学区】

豪雨等による洪水 伊佐々川

地震災害 ブロック塀・自宅

【金勝学区】

豪雨等による洪水 山間部・金勝川・林道・道路のひび割れ・法面・ため池・水路

土砂災害 土砂災害警戒区域・急傾斜地・河川周辺・里山・山沿いの家屋

【葉山東学区】

地震災害 道路のひび割れ・電柱

豪雨等による洪水
葉山川・法面・自宅前道路・土手・栗東ニューハイツ内の市道
手原３丁目南地先

土砂災害 日光山・赤坂団地内の擁壁・土手・安養寺山・自然観察の森周辺

高層建築物

豪雨等による洪水 中ノ井川・河川・低地・アンダーパス

地震災害 老朽家屋

豪雨等による洪水 野洲川・中ノ井川

【葉山学区】

【大宝東学区】

豪雨等による洪水 中ノ井川・用水路

地震災害 ブロック塀・小平井三丁目地先の液状化

【大宝学区】 場　　　　　　　　所

地震災害 狭隘道路周辺・鳥居・古い塀・液状化・マンション

豪雨等による洪水 中ノ井川・側溝・用水路

地震災害



（３） 栗東市総合防災マップを確認されていますか？（回答数：４３５名） 

・・・ 約３９％の方が総合防災マップを確認していないと回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は２６７名（約６１％）、「いいえ」と回答された方は１６８名（３９％）と

いう調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

（４） あなたのご家族の安否確認はできていますか？（回答数：４３７名） 

・・・ 約３１％の方がご家庭の安否確認ができていないと回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は３０３名（約６９％）、「いいえ」と回答された方は１３４名（約３１％）と

いう調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【チェック事項】 

・各ご家庭に配布しております

栗東市総合防災マップには災

害における総合的な留意事項

が記載されていますので、必

ず確認してください。 

 

【災害時の安否確認方法】 

災害時は、被災地への通信が増加

し、携帯電話がつながりにくい状

況になります。 

 

・災害用伝言ダイヤルの利用方法 

・携帯電話災害用伝言版の使い方 



（５） 防災・防犯情報システムへの登録は？（回答数：４２４名） 

・・・ 約３１％の方しか登録していないと回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は１３１名（約３１％）、「いいえ」と回答された方が２９３名（約６９％）

という調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ いいえと回答のあった方へ（理由） 

・・・ 約８３％の方が、防災・防犯情報システムを知らない 

登録の仕方がわからないと回答 ・・・ 

「知らない」と回答された方は１８６名（約６３％）、「登録の仕方がわからない」と回答された

方が５６名（約１９％）、また不要と回答された方は５名（約２％）という調査結果となりまし

た。 

■防災・防犯情報システムの発信内容 

 ・ 市からの緊急のお知らせ 

 ・ 防犯情報（不審者情報） 

 ・ 気象警報 

 ・ 土砂災害警戒情報 

 ・ 竜巻注意情報 

 ・ 震度情報（発生後の震度情報） 

 ・ 国民保護情報（ミサイル攻撃など） 

  

bousai.ritto-city@raiden2.ktaiwork.jp 

 



６ 非常用食料の備えはされていますか？（回答数：４４７名） 

・・・ 約５９％の方しか備蓄されていないと回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は２６４名（約５９％）、「いいえ」と回答された方は１８３名（約４１％）

という調査結果となりました。 

※ はいと回答のあった方の備蓄日数（回答数：２３２名） 

・・・ 約５２％の方が備蓄日数は３日分以上と回答 ・・・ 

備蓄日数が３日分以上と回答があった方は１２１名（５２％）、２日分以下と回答があった方

は１１１名（４８％）という調査結果となりました。 

 

 

【非常用食料：ワンポイント】 

<最低３日分の備蓄が必要> 

・水（大人１日３Ｌ×３日分） 

・ローリングストックをお勧め！ 

食料を少し多めに買い置きしておき、

賞味期限を考えて古い物から消費し、

消費したものを買い足す方法です。  

 



（７） 非常用持出品の備えは？（回答数：４４８名） 

・・・ 約５０％の方が非常用持出品を用意していないと回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は、２２３名（約５０％）に対し、「いいえ」と回答された方は２２５

名（約５０％）という調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ 非常持出品の備蓄状況（複数回答：上位５位） ・・・ 

第１位（懐中電灯）：１７６名（７９％）  

第２位（手動式ライト）：１０５名（４７％） 

第３位（ウェットティッシュ類）:１００名（４５％） 

第４位（携帯電話充電器）：７９名（３５％） 

第５位（割り箸・皿類）：７２名（３２％）      

【持出品のチェックポイント】 

・避難するときに持ち出す非常用

持出品は、男性で 15 ㎏、女性で

10 ㎏程度をリュックサックな

どの持ち出しやすい状態で保管

してください。 



（８） 家具などの転倒防止対策は？（回答数：４３８名） 

・・・ 約６６％の方が転倒防止対策を講じていないと回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は、１５１名（約３４％）、「いいえ」と回答された方は２８７名 

（約６６％）という調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

※ いいえと回答のあった方（理由） 

・・・ 約４０％の方がつい先延ばししていると回答 ・・・ 

「つい先延ばししている」と回答された方は１２１名（約４０％）、「何をしていいのかわからな

い」と回答された方が４０名（約１４％）、「面倒」と回答された方は２０名（約７％）という調

査結果となりました。 

 

（ｃ）1997-2015 Ｔoｋｙｏ Ｆiｒｅ Ｄeｐａｒｔｍｅｎｔ.Ａｌｌ Ｒights Ｒeserved. 

【転倒防止対策の必要性】 

・建物が無事でも家具が転倒す 

ると、その下敷きになりけがを 

したり、室内が散乱して避難の 

妨げになります。そのために、 

家具等の転倒防止対策が必要

となります。 



（９） 防火・防災訓練に参加されていますか？（回答数：４４４名） 

・・・ 約９０％の方が訓練に参加していると回答 ・・・ 

「はい」と回答された方は３９８名（約９０％）、「いいえ」と回答された方は４６名（約１０％）と

いう調査結果となりました。 

 

 

 

 

 

※ はいと回答のあった方へ（複数回答有） 

・・・ 「消火訓練」・「避難訓練」・「ＡＥＤ訓練」に多く参加していると回答 ・・・ 

「消火訓練」と回答された方は３４７名（約８７％）、「避難訓練」と回答された方は１７８名

（約４５％）、「ＡＥＤ訓練」が１５７名（約３９％）という調査結果となりました。 

 

【防災訓練の必要性】 

・平常時に実施する防災訓練に関す

る自主防災組織の役割分担（消火

班・避難誘導班・救出・教護班

等）に基づいた個別訓練を実施す

ることと、地区単位で個別訓練を

複数組み合わせた総合的な防災訓

練を計画することが必要です。 


